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	はじめに
	日本における気候変動
	気候変動による影響は年々深刻さを増している。図1 が示すように、2025年、日本は1898年の統計開始以来最も暑い夏を記録し、3年連続で観測史上最高気温を更新した1。また全国25地点で40℃以上の最高気温が観測された2。このような未曽有の酷暑を受け、2026年気象庁は最高気温が40℃以上の日の名称を「酷暑日」に決定した3。
	2025年の年平均気温偏差（1991年〜2020年の平均値からの差）は+1.2℃であった4。より長期的な視点で見ると、日本の年平均気温偏差は100年あたり約1.4℃の割合で上昇している。(図2)
	図1：2025年の日本全国における夏の平均最高気温




	気候変動と農業
	作物の生育は発達の重要な段階における気温や降水量に依存しているため、農業は気候変動に対して最も脆弱な分野の一つである5。気候変動に関する政府間パネル（IPCC）は、気候の極端化や不確実性を増す天候が世界各地の農業生産にすでに影響を及ぼしており、食料安全保障や農村地域の生計に深刻な結果をもたらしていると警告している6。 具体的には、気候変動は作物の品質低下や収量の不安定化を引き起こし、栽培適地の移動をもたらすほか、病虫害や雑草による被害を増大させる可能性がある7。 日本においては、これらの気候変動リスクに加え、農業従事者の減少と高齢化が追い打ちをかけており、2025年時点で基幹的農業従事者（主に自営農業を本業としている働き手）の69.5%を65歳以上の高齢者が占めている8。
	これらのリスクは日本政府によっても認識されている。環境省は日本の農業分野における気候変動の影響評価を実施しており、水稲、果樹、および農業生産基盤のいずれについても、気候変動の影響における「重大性」「緊急性」「確信度」が極めて高いとしている9。また政府は、1等米比率の低下、野菜の生育不良、果樹の生理障害などを、すでに生じている顕著な影響として挙げている9 10。将来予測においては、より多くの水稲生産エリアが高温リスクに曝されるとともに、果樹の栽培適地が移動していくと警鐘を鳴らしている9。
	こうした科学的評価は、日本の一次産業における生産者の実感とも一致している。近年の意識調査によると、生産者の98.5%が「気候や環境の変化を実感している」と回答した11。 最も多く挙げられた変化は猛暑（96.7%）であり、次いで豪雨（66.5%）、季節のずれ（50.5%）と続いた。また、気温の変動、病虫害、干ばつや降水量の減少、梅雨の短縮などの影響も報告されている。これらの変化はすでに一次産業に顕著な影響を及ぼしており、58.0%が「収穫量の減少」を、29.6%が「大きさや見た目による規格外品の増加」を報告している。
	別の調査でもこうした影響の深刻さが裏付けられており、回答者の63%が気候変動の影響を「農業はなんとか続けられるが深刻な打撃」と捉えており、さらに8%は「農業を続けられないほどの打撃」と回答している12。


	調査の対象範囲およびアプローチ
	気候変動は多角的な面から農業に影響を及ぼすが、なかでも気温の変化は日本全国で最も一貫して観察されている気候シグナル（傾向）であり13、 作物の生育、品質、生産性に対して明確な生理的影響を与えることが立証されている7。 そのため、本報告書では降水量、病虫害、その他の環境要因の重要性も考慮しつつ、主に気温変動に起因する影響に焦点を当てて分析を行う。
	農産物の種類ごとに異なる気候変動リスクを幅広く把握するため、本報告書では秋を代表する4つの作物（サツマイモ、ナシ、ブドウ、米）を対象に、各作物の主要生産地における気候変動の影響を分析する。これらの作物は、日本文化における親しみやすさ、地域農業における重要性、科学的データの可用性、ならびに気候に対する感受性の高い固有の生育時期を有している点を考慮して選定された。サツマイモの本圃生育期（栽培期）における長期的な高温は、生産性に大きな影響を与え、ナシは十分な休眠打破（春の正常な芽吹き）のために冬季の低温を必要とするとともに、夏の高温による影響も受ける。ブドウは着色期における夜間の高温に影響を受けやすく、米は登熟期の高温に対して極めて脆弱である。

	本報告書は、学術文献、気象データの分析、ならびにアンケートや聞き取り調査を通じて収集した生産者の声という、主に3つの情報源に基づいている。各作物について既存の研究を概観するとともに、気象庁の観測データを用い、主要生産地における作物固有の気温指標について過去の推移を分析した。分析結果は図5–7、10–11、14–16、20–22に示す。また、これらの気候変動による影響が現場でどのように観察され、対応されているかを具体的に示すため、生産者の実体験を聞き取って分析に加えている。なお、作物の収量は相互に作用する多様な要因によって決定されるため、本報告書は収量の変化を統計的に気候変動のみへ帰属（要因特定）させることを目的としてはいない。むしろ、気温の上昇傾向を作物学および生産者の現場での実感と結びつけて検証することに主眼を置いている。
	本報告書では、作物の生育状況、品質、生産性の変化を検証し、長きにわたり日本の食文化を形作ってきた身近な秋の食材にとって、気候変動がどのような意味を持つのかを考察した。考察の結果は、早急かつ実行性のある気候変動対策の重要性を示唆している。生産者だけでなく、消費者である私たち一人ひとりが「食の危機」を自分事として捉え、気候変動の原因となる温室効果ガスの排出削減に向けた、迅速かつ抜本的なシステム変革の必要性を社会全体に訴えかける必要があろう。
	本編
	生産者へのアンケート調査
	グリーンピース・ジャパンは、聞き取り調査候補者の選定および農業現場における気候変動の実体験を把握するため、2026年5月下旬から6月にかけてアンケート調査を実施した。個人生産者、農業協同組合、生産者団体など、日本全国から計32件の回答が寄せられた。複数回答形式の調査では、最も広く栽培されている作物は米（20名）で、次いでサツマイモ（8名）、ブドウ（6名）、ナシ（3名）の順となり、その他3名の回答者は柑橘類や野菜などのその他の作物を栽培している。本調査は統計的な代表性を持たせるよう設計されたものではないものの、回答結果からは、対象とする作物や地域を問わず、気候変動を実感しているという点で一貫した傾向が示された。
	回答者らは、過去5年間に気候変動に関連する以下の課題を経験したと回答した。気候変動に関連する課題の種類や深刻度は作物や地域によって異なるが、多くの回答者は、それらが孤立した課題ではなく、相互に重なり合っているものだと説明した。
	気候変動の影響
	回答者数
	高温・猛暑
	31 / 32
	干ばつまたは降水量不足
	24 / 32
	季節のずれ
	18 / 32
	大雨・洪水
	17 / 32
	さらに、こうした負荷に基づき、作物に最もよく見られた影響としては、
	色・形・味の質の低下（27）、収量の減少（21）、栽培時期の変更（13）、
	および害虫の増加（13）が挙げられた。

	サツマイモと気候変動
	栽培期間
	サツマイモの栽培は、(1) 種いもを伏せ込んで苗（挿し苗用のツル）を採苗する「苗床期（育苗期）」と、(2) ツルを植え付けて塊根を肥大させる「本圃生育期（栽培期）」の2つの段階で構成される。標準的な栽培サイクルは、4月に種いもを伏せ込むことから始まり、5月下旬から6月上旬にかけて本畑への定植（ツル挿し）を行い、8月下旬から10月上旬にかけて収穫を迎える19。 全体として、標準的な本圃生育期はおおむね6月から9月/10月にかけてとなり、収穫期には幅広い適期幅が存在する。サツマイモの栽培サイクル全体を通じて気温は極めて重要な役割を果たしており、苗床期および本圃生育期の双方において作物の生育・発達に影響を及ぼしている20。
	高温ストレス
	高温ストレスは、サツマイモの生育および発達に影響を与える最も重要な気候要因の一つである21。 日本国内においてはすでに気温がサツマイモ栽培に及ぼす影響が顕著になっており、近年の研究では、2000年から2023年にかけての夏季の気温偏差と全国のサツマイモ収量との間に、統計的に有意な負の相関関係が確認されている16。    
	高温は収量だけでなく、サツマイモの品質をも低下させる可能性がある。気温が高くなると、光合成産物（バイオマス）が塊根よりも葉や茎へと優先的に分配されるようになり、塊根の肥大が制限される。制御環境下の実験では、塊根生体重の最適温度は約24℃と推定され、これを上回る高温下では塊根の生育が抑制され、最終的にはサツマイモが小さくなったり、軽くなることにつながる可能性がある22。また、夜間の高温も塊根の生育に影響を与える重要な要因である。塊根の肥大速度は昼間よりも夜間の方が大きいが23、 生育後半（肥大期）において夜間気温が22℃を超えると、塊根の肥大が著しく抑制されるおそれがある22。
	また別の研究では、耐暑性は品種によって大きく異なることが示唆されている。世界各地のサツマイモ1,973系統を対象としたスクリーニング調査では、耐暑性を示したのは全体のわずか132系統（6.7%）にとどまった。この研究に含まれていた日本の31系統（品種・系統）のうち、実験的な高温ストレス条件下で耐暑性ありと分類されたのはわずか4系統であった21。日本における代表的な主力品種である「黄金千貫（コガネセンガン）」や「紅あずま」24もこの研究に含まれていたが、耐暑性品種には分類されなかった。なお、「紅はるか」や「シルクスイート」24をはじめとするその他の主要栽培品種については評価が行われていない。
	本分析では、日本最大のサツマイモ生産地である鹿児島県をケーススタディの対象として選定した。サツマイモ栽培における潜在的なリスクを把握するため、気象庁の過去データ25（気象庁統計）より鹿児島地方気象台の気温記録を使用した。
	気温分析
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	農業への影響は作物によって異なる。鹿児島では、高温への曝露が増加すると、サツマイモの塊根の形成や成長に悪影響を及ぼし、根のサイズや重量が減少する可能性がある。千葉では、ナシの生育期間中に高温日が増加すると、果実の日焼けやみつ症の発生リスクが高まり、市場流通に適した品質が低下する恐れがある。山梨では、成熟期の気温上昇により、黒系ブドウ品種において皮の着色が不十分になるリスクが高まる。新潟県では、出穂後の高温への曝露が増加すると、白未熟粒の発生リスクが高まり、一等米の品質が低下する。これらの事例を総合すると、4つの地域すべてにおいて、作物の生育、品質、生産性に悪影響を及ぼす作物固有の熱的条件に、ますます曝されていることが示されている。
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	2. 徹底した省エネルギーと電化の加速
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